
 

 

ラオスとつくば市の魅力を伝え隊！（つくば市立上郷小学校 白澤 拓也） 
 

 
【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：総合的な学習の時間 

2. 単元(活動)名：ラオスとつくば市の魅力を伝え隊！ 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：「ラオスの文化や特色について考えよう。」 

単元目標：他国の文化や特色について、興味を持つことができるようにする。 

  関連する学習指導要領上の目標： 

(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形
成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。 

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析をして、まとめ・
表現することができるようにする。 

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画し
ようとする態度を養う。 

4. 単元の評
価規準 

①知識及び技能 
他国の文化や特色について興味をもち、進んで課題を追究しようとし

ている。 

②思考力、判断力、
表現力等 

 インターネット、図書館、インタビューなどの様々なメディアの活用と体
験学習を通して、他国の文化や伝統について理解を深め、自国の良さ
を考えようとしている。 

③学びに向かう力、
人間性等 

 他国や自分の住んでいる地域の問題を作り、他学年や他地域に発信
することで、地域社会の一員としての自覚をもつことができるようにす
る。 

5. 単元設定の
理由・単元
の意義 

（児童 /生徒
観 、 教 材
観 、 指 導
観） 

【単元設定の理由】 

本学年の児童は、総合的な学習の時間につくば市の特色などについて調べ、他市、他県の
小学生に発信する学習活動を行ってきた。活動を通して、児童の視野は少しずつ広がってい
き、他国の人にも、自分たちの地域の魅力を紹介したいという想いをもった。 

そこで、ラオスの学生に自分たちの住んでいる地域の特色を紹介し、ラオスの特色を尋ねる
場を設定した。 

本単元では、ラオスの特色を捉える際に、つくば市と比較して考えることで、両地域の特色を
より深く捉えられることをねらいとしている。 

【単元の意義】 

本単元では、総合的な学習の時間の「発信！つくば市の魅力」の単元を基盤とし、つくば市の
魅力や他国の文化について考え、他者に発表することで、地球市民の一員としての自覚を育
む。 

【児童／生徒観】 

本学級の児童は、多数の地域との交流授業や地域人財を活用した授業を通して、視野を広
げることができている。しかし、日本以外の国については、考えることがあまりできていない。こ
のことから、実際にラオスの大学生と交流することで、多様な文化や国民性について触れること
が大切であると考える。 

【指導観】 

これらの活動を通して「地球市民の一員としての意識」を高めることが重要となる。その際に、
自分の住んでいる地域と他国を比較する活動を行うことで、視野を広げることができるようにす
る。第６学年の「ストップ！地球温暖化」へと繋がる単元となるため、丁寧に取り扱う。 

氏名 白澤拓也 学校名 茨城県 
つくば市立上郷小学校 

担当教科等 算数•理科•総合等 対象学年（人数）  ３年 １組（２２名） 
実践年月日もしくは期間（時数） R5年 9月～12月（６時間） 



 

 

6. 単元計画（全６時間） 

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 

１ ラオスって
どんな国？ 

他国について、学級全
体の認識具合を視覚化す
ることで、他国へ視野を向
けられるようにする。 
 
 
写真を通して、ラオスの

文化や国民性を感じること
ができるようにする。 
自分たちの考えに対す

る意見を書き込んでもらう
ことで、多様な考え方に触
れることができるようにす
る。 
日本と違う価値観や文

化があることに気がつける
ようにする。 

〇アイスブレイクとして、「部屋の四隅」を行う。 
・１問目 日本以外の国をいくつ知っています
か。 

 「５１以上」「２１～５０」「６～２０」「１～５」 
・２問目 ラオスという国を知っていますか。 
 「知っている」「少しだけ知っている」 
「あまり知らない」「まったく知らない」 

〇ラオスで撮影した写真を使い、フォトランゲー
ジを行う。 

・ネガティブな捉え方にならないように、写真の
選択には留意する。 

〇担当した写真について考えたことを、ギャラリ
ー形式で共有する。 

 
〇学習をふりかえる。 
・次の時間に、ラオスの大学生に、オンラインで
インタビューすることを伝える。 

部屋の四隅 
SDGs CLUB 
 
 
 
 
 
 
 
フォトランゲ
ージ 
ラオスで撮
影した写真 

２ ラオスのみ
りょくについ
て、インタビ
ューをしよ
う。 

家庭学習でラオスにつ
いて調べることで、意欲を
高める。 
知りたいことを明確にす

ることで、相手意識を高め
る。 
ラオスの文化や国民性

を感じられるようにする。 
実際にやり取りをするこ

とで、本単元の学びをより
深めることができるように
する。 

〇事前に考えてきた、ラオスの大学生への質問
内容を確認する。（Padlet） 

・インターネットで調べても分からないことを質問
するようにする。 

〇ラオスの大学生からラオスについての紹介を
聞く。（zoom） 

〇事前に考えてきた質問をする。 

【ラオスの紹介を興味深く聞いている様子】 

 

３ ラオスのみ
りょくってど
ん な と こ
ろ？ 

情報や考えをまとめ、共
有することで、多角的に物
事を捉えられるようにす
る。 

〇ラオスについて紹介してもらったことをそれぞ
れまとめる。(Canva) 

○まとめた内容をワールドカフェ形式で共有す
る。 

 

４ つくば市の
みりょくを発
信しよう。 

ラオスの学生に発信す
ることを意識することで、
内容を検討する力を育む。 
感想をもらうことで、学

習内容を客観的にふりか
えることができるようにす
る。 

〇つくば市の魅力を調べ、まとめる。 
 →「発信！つくば市のみりょく！」(8時間) 
〇まとめた内容を、ラオスの大学生に発信す
る。 

【つくば市の魅力を発表している様子】 

 



 

 

５ ラオスとつく
ば市のいい
ところって？ 

両国の魅力を比較する
ことで、国の特徴を多角的
に捉えることができるよう
にする。 

〇ラオスとつくば市の魅力について、ベン図を
用いて比較し、整理する。 

・どちらが良いのかを決めさせるのではなく、両
方のよいところを探し出すように声かけをす
る。 

 

６ ラオスとつく
ば市のみり
ょくクイズを
作ろう。 

問題を作成することで、
ここまでの学習内容を客
観的にふりかえることがで
きるようにする。 

〇それぞれの魅力を他者に伝えるための問題
を作成する。(Kahoot!) 

・解く相手がマイナスなイメージをもたないように
配慮しながら作成させる。 

 

７ 
本
時 

他の学年に
ラオスとつく
ば市をしょう
か い し よ
う！ 

出題後に解説をすること
で、学びをより深めること
ができるようにする。 
調べ学習を行い、学び

をより深められるようにす
る。 
解説をしたり、質問の仕

方を考えたりして、グルー
プの一員としての役割を果
たすことで、キャリア設計
能力を高めるようにする。 

〇５年生に、クイズを出す。(Kahoot!) 
・クイズの正解発表後は、短い解説ができるよう
にする。 

・気になったことや疑問に思ったことを、クイズ終
了時に共同で調べ学習を行うようにする。 

・ラオスの大学生とオンライン会議を繋いでお
き、分からないことや気になることはその都
度、質問することができるようにしておく。 

〇学習をふりかえる。 
・学んだことを Padletに書き込む。 

 

7．本時の展開（７時間目） 
本時のねらい：多様な人々とよき関係をつくり、まわりの人と積極的に関わろうとしている。 
過程 
時間 

教員の働きかけ・発問および学
習活動・指導形態 

指導上の留意点 
（支援） 

資料 
（教材） 

導入 
(5) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 
(20) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10) 
 
 

学習の流れを確認する。 
 
アイスブレイクを行う。 
部屋の四隅 

１問目 緊張していますか。 
 「はい」 
「少しだけ緊張している」 
「あまり緊張していない」 
「いいえ」 

２問目 ラオスという国を知って
いますか。 
 「知っている」 
「少しだけ知っている」 
「あまり知らない」 
「まったく知らない」 
５年生に、ラオスやつくば市

についての問題を出題する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホワイトボードに本時の流れを掲示することで、
常に視覚的に確認することができるようにする。 
参観者の教員も授業に参加することで、児童が

より多角的に考えることができるようにする。 
 アイスブレイクを行うことで、和やかな雰囲気で授
業を行うことができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
クイズの正解発表後は、回答の解説を短い述べ

るようにする。 
ラオスの大学生とオンライン会議を繋いでおき、

分からないことや気になることはその都度、質問で
きるようにしておく。 
【ラオスの学生に質問できる場の設定】 

 
 
疑問や調べたことを Canva に書き込んでいくこと

で、学習内容を共有することができるようにする。 
調べても分からないことは、ラオスの大学生に聞

(Kahoot!) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(zoom) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(Canva) 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
(10) 
 

 
 
解答後、気になったことや分か
らなかったことを５年生と協働し
て調べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習をふりかえる。 
学んだことを Padlet に入力す
る。 

いてもよいことを確認する。 
 
【協働して調べ学習をしている様子】 

 
 
 
 
 
 
学習内容をPadletでふりかえることで、多面的にふ
りかえることができるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(Padlet) 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 
・多様な人々とよき関係をつくろうとしているかを、５年生や参観者との関わりを観察して確認する。 
・まわりの人と積極的に関わろうとしているかを、調べ学習の内容を確認して評価する。 
9. 学習方法及び外部との連携 
 海外研修時に、日本の文化を学ぶ学校に通う学生と親交を深め、帰国後に交流をしたい旨を伝え、連絡先を
交換しておくことで、帰国後、スムーズに連絡をとることができた。インターネット上の情報だけではなく、実際に
ラオスに住んでいる大学生から、話を聞く機会を設けることで、実感をもちながら学習活動に取り組むことがで
きていた。また、1 度の交流だけではなく、何度も行うことで、子どもたちは、より身近に感じることができている
様子が見られた。 
 子どもたちの交流が活発になるように、机と椅子を使わずに交流する場を設けた。このことで、教員と３年
生、５年生が対等な関係で、同じ協働者として活発に活動することができていた。 
話し合いの技法として、「ワールドカフェ」「フォトランゲージ」などを用いることで、多様な考えに触れ、自分の

考えを深めることや、問題を発見する力を育むことができた。 
10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 
・他学年と交流することで、他学年にも国際教育を波及させた。 
・学校内に SDGs 掲示板や SDGs 体験コーナーを設けたり、SDGs に関する掲示物を各所に掲示したりすること
で、SDGsについて各々理解を深めることができるようにした。 

・ラオスで撮影した写真を校内２か所のモニターに常時掲示したり、ラオスに関する資料等を掲示したりすること
で、他国への興味関心を高めることができるようにした。 

    【ラオスで手に入れた教材等の掲示】        【ラオスを紹介するコーナー】 

  



 

 

【自己評価】 
11. 苦労した点 
 

 本学級の児童の実態として、発達段階も考慮した上で、自国以外の国についての認識
が乏しく、視野が狭いことが課題であった。そこで、外部人財を活用した授業を多く設け
た。その際、日程の調整であったり、内容をすり合わせたりする作業が多く、苦労した。ま
た、ラオスの学生と交流する際には、児童と意思疎通が取りづらく、想定していた活動と
は少し変更することがあり、臨機応変に対応することに苦労した。 

12. 改善点  本単元をはじめとし、外部人財を活用した授業を多く展開したが、この実践を継続してい
く必要があると考える。そのために、授業準備や外部とのやり取りを同僚と協働して取り
組むことで、校内に仕組みを作っていきたい。また、今回の教師海外研修での繋がりを大
切にし、他の学校でも実践を恒久的に続けていきたい。 

13. 成果が出た点 Zoom を用いて、実際にラオスの方とやり取りをする活動を通して、身近に感じることが
できていた。生活の中でも、「ラオスならどうかな。」などと、自国以外の国を比べるような
会話が聞こえてくることから、視野が広がったことが感じられた。また、５年生に学習内容
を発信したことで、５年生がラオスに興味をもち、自主学習でラオスの抱える課題につい
て調べる様子が見られた。このことから、SDGs と関連づけながら、自分たちの地域の課
題について、考えていたため、学習内容が波及していると感じた。 

 

14. 学びの軌跡（児
童生徒の反応、感
想文、作文、ノート
など） 
 

交流後に、関心をもった５年生がラオスについて自主学習で調べてきた内容 

 



 

 

15. 授業者による自
由記述 

 JICA 教師海外研修に参加し、多種多様な先生方や企業の方と関わっていく中で、国際
教育への知見が広がり、自分自身の価値観や教育観に関して、改めて考え直すことが
できた。また、研修で学んだことを授業や学校内の掲示物に落とし込むことで、さらに学
びを深めることができ、教職員や児童への周知に繋げることができた。 
 今回は、たくさんの方の協力の元、国際教育をつくばスタイル科の単元に取り組み、授
業を行ったが、他教科や他学年でも、国際教育を関連付けていけるように今後も試行錯
誤していきたい。そして、若手教員からベテラン教員、ICT 機器の使用が得意な教員、苦
手な教員、すべての人が、気軽に取り組むことができるような授業作りを心がけたい。 

参考資料： 
SDGsカード活用した授業実践事例集 編 茨城県教育研修センター (2022年 3月発行) 
総合的な学習(探究)の時間のアイデア集 編 独立行政法人 国際協力機構 東京センター 
「多様な社会」を考える 学びのプログラム集 編 独立行政法人 国際協力機構 中国センター(JICA中国) 
  


